
第 4号様式の 3（第 7条の 2関係） 

 

連 絡 先 

電話番号（※） ＦＡＸ番号（※） メールアドレス 

※日本国内からも連絡がとれるように「国番号−地域番号−電話番号（ＦＡＸ番号）」の順に記入してください。 

東浦 太郎 

ヒガシウラ タロウ 

昭和〇 〇 〇 

東浦 太郎

 
 

 出来る限り記載してください。 愛知 知多 東浦 

〇〇大字〇〇字〇〇番地  

愛知 東浦 

ㇾ 

ㇾ 
ㇾ 

令和〇 〇 〇 

愛知 ㇾ 

ㇾ 

ㇾ 

ㇾ ㇾ 

〇〇〇〇〇〇〇 

ㇾ 

知多 東浦 
ㇾ 

〇〇大字〇〇字〇〇番地の〇〇  

〇〇〇－〇〇〇〇 

―〇〇〇〇 

〇〇〇－〇〇〇〇 

―〇〇〇〇 

〇〇〇＠〇〇〇.〇〇.〇〇 

令和〇 〇 〇 

令和〇 〇 〇 

ㇾ 

 

〇〇〇,〇〇〇, 

〇〇〇,ＷＡ１０００,ＵＳＡ 

アメリカ合衆国 

ワシントン

 
 在留届に記載された住所をもって「転出先住所」

とする場合は、チェックしてください。 

出来る限り記載してください。 

在留届に記載された住所をもって「転出先住

所」とする場合は、チェックしてください。 

必ず自分で書いてください。 

海外でも連絡がとれるものを記載してください。 

転出先の住所が出国時に不明な場合でも、国名は

必ず記入してください。 

記入例 



注 意 

１ 「氏名」欄には、戸籍簿に記載された氏名を正確に書いてください。 

２ 「署名」欄は、必ず自分で書いてください。 

３ 「旅券番号」欄の記載は任意ですが、できる限り記載するようにしてください。 

４ 「転出先住所」欄及び「住所以外の送付先」欄の「カタカナ表記」には、カタカナ（漢字表記が一般的な

国・地域においては漢字）で書いてください。「外国語表記」には、英語（漢字表記が一般的な国・地域に

おいては漢字）で書いてください。 

５ 「転出先住所」欄の「カタカナ表記」には、国名は必ず記載してください。国名以外の住所について、国外

への転出後に提出する旅券法第 16 条に規定する在留届に記載された住所をもって「転出先住所」とする場

合は、「旅券法第 16 条の規定に基づき届け出る在留届に記載する住所」の□に をつけてください。 

６ 投票用紙等は、「住所以外の送付先」欄に記載がある場合は、当該「住所以外の送付先」に送付されます。 

７ 「住所以外の送付先」欄においては、在留届に記載する予定の「在留地の緊急連絡先」が定まっていない

が、住所以外の送付先への送付を希望する場合には、その旨を記載してください。 

８ 申請後、在外選挙人証を受け取るまでの間に投票用紙等の送付先を変更する場合には、申請を行った市町村

の選挙管理委員会に届け出る必要があります。 

特記事項 


